
―
近
年
、
水
素
事
業
に
積

極
的
で
す
。
そ
の
背
景
か
ら

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

当
社
は
、
新
日
本
製
鉄
と

住
友
金
属
工
業
が
２
０
１
２

年
１０
月
に
経
営
統
合
し
た
の

と
同
時
に
、
両
グ
ル
ー
プ
で

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
を
手
掛
け
て
き
た

日
鉄
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
住
友

金
属
パ
イ
プ
エ
ン
ジ
が
合
併

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
翌
１３

年
に
、
親
会
社
の
新
日
鉄
住

金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
か
ら

天
然
ガ
ス
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
貯
蔵

関
連
プ
ラ
ン
ト
の
事
業
を
継

承
し
ま
し
た
。
親
会
社
は
水

素
関
連
の
プ
ラ
ン
ト
事
業
を

手
掛
け
て
い
て
、
私
自
身
も

所
属
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

そ
も
そ
も
製
鉄
事
業
で
は

原
料
の
石
炭
を
蒸
し
焼
き
に

す
る
工
程
で
副
生
ガ
ス
が
発

生
し
、
そ
の
５０
～
５５
％
は
水

素
で
す
。
副
生
ガ
ス
は
製
鉄

所
の
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
が
、
新
日
鉄
は
１
９
８
５

年
頃
か
ら
不
純
物
を
取
り
除

き
、
純
水
素
を
製
造
す
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
に
乗

り
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
経
済
産
業
省
が

中
心
に
な
っ
て
、
燃
料
電
池

や
燃
料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）

の
普
及
を
目
指
す
「
水
素
・

燃
料
電
池
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
（
Ｊ
Ｈ
Ｆ
Ｃ
）
が
０２
～

１０
年
度
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
日
鉄
も
そ
こ
に
参
画

し
、
製
鉄
所
で
発
生
す
る
水

素
を
Ｆ
Ｃ
Ｖ
に
供
給
す
る
研

究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
君

津
製
鉄
所
内
に
液
化
水
素
を

つ
く
る
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し

た
ほ
か
、
０５
年
に
は
東
邦
ガ

ス
や
大
陽
日
酸
と
と
も
に
愛

・
地
球
博
（
愛
知
万
博
）
会

場
に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｓ
Ｔ
）
を
建
設
し
、
会
場

内
を
走
る
燃
料
電
池
バ
ス
に

水
素
を
供
給
し
ま
し
た
。
当

社
は
３０
年
以
上
も
水
素
に
か

か
わ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

事
業
を
脈
々
と
続
け
、
経
験

を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

―
日
鉄
住
金
Ｐ
＆
Ｅ
が
１４

年
に
水
素
Ｓ
Ｔ
の
建
設
事
業

に
参
入
す
る
際
、
米
国
の
産

業
用
ガ
ス
大
手
の
エ
ア
ー
プ

ロ
ダ
ク
ツ
と
協
業
す
る
道
を

選
び
ま
し
た
。

エ
ア
プ
ロ
社
は
水
素
分
野

で
５０
年
以
上
の
事
業
実
績
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
世
界
で
２

０
０
カ
所
以
上
の
水
素
Ｓ
Ｔ

を
建
設
・
運
営
し
、
６
０
０

万
回
超
の
無
事
故
充
填
記
録

を
更
新
し
て
い
ま
す
。
超
高

圧
の
水
素
を
外
気
温
や
Ｆ
Ｃ

Ｖ
タ
ン
ク
の
状
態
な
ど
に
応

じ
充
填
す
る
方
法
（
プ
ロ
ト

コ
ル
）
の
基
本
特
許
も
保
有

し
て
い
ま
す
。

充
填
圧
力
が
高
く
な
る
ほ

ど
水
素
の
大
量
供
給
が
可
能

に
な
り
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
走
行
距
離

は
伸
び
る
一
方
、
３
分
程
度

の
短
時
間
で
車
両
に
充
填
す

る
に
は
高
度
な
技
術
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
提
携
に
よ
り

開
発
の
期
間
と
費
用
を
抑

え
、
水
素
Ｓ
Ｔ
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ま
し
た
。

―
日
鉄
住
金
Ｐ
＆
Ｅ
に
も

鉄
鋼
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の

強
み
が
あ
り
ま
す
。

新
日
鉄
住
金
が
開
発
し
た

高
圧
水
素
用
鋼
材
「
Ｈ
Ｒ
Ｘ

１９
」
や
溶
接
接
合
技
術
が
強

み
で
す
。
Ｈ
Ｒ
Ｘ
１９
は
高
圧

水
素
環
境
下
で
問
題
と
な
る

水
素
脆
性
に
優
れ
た
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
で
あ
り
、
世
界
で
新

日
鉄
住
金
だ
け
が
製
造
で
き

る
鋼
材
で
す
。
従
来
品
に
比

べ
約
１
・
５
倍
の
強
度
を
実

現
し
ま
し
た
。

加
え
て
配
管
の
溶
接
が
可

能
に
な
っ
た
た
め
、
接
合
部

か
ら
水
素
が
漏
れ
る
リ
ス
ク

を
排
除
で
き
、
ね
じ
で
つ
な

ぐ
施
工
法
に
比
べ
て
安
全
性

と
メ
ン
テ
性
の
向
上
に
寄
与

し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
新
日
鉄
住
金
が
開

発
す
る
水
素
関
連
素
材
を
い

ち
早
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ

と
、
８０
年
代
半
ば
か
ら
培
っ

て
き
た
水
素
の
精
製
、分
離
、

圧
縮
、
液
化
と
い
う
一
連
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
技
術
、

そ
し
て
海
外
で
実
績
の
あ
る

エ
ア
プ
ロ
社
の
技
術
を
独
占

的
に
使
え
る
こ
と
。
こ
の
三

つ
が
当
社
の
強
み
で
す
。

―
現
在
進
行
中
の
案
件

は
、
東
京
都
江
東
区
で
Ｊ
Ｘ

Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
運
営
す

る
「
潮
見
公
園
水
素
Ｓ
Ｔ
」

と
、
北
海
道
鹿
追
町
の
家
畜

ふ
ん
尿
由
来
の
水
素
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
実
証
事
業
「
し

か
お
い
水
素
フ
ァ
ー
ム
」、

１９
年
に
愛
知
県
常
滑
市
に
完

成
予
定
の
東
邦
ガ
ス
「
セ
ン

ト
レ
ア
水
素
Ｓ
Ｔ
」
の
三
つ

で
す
。
今
後
、
案
件
を
ど
う

増
や
し
て
い
き
ま
す
か
。

今
年
２
月
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
や
東
京
ガ
ス
、
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
１１
社
が
水

素
Ｓ
Ｔ
の
整
備
促
進
な
ど
を

目
的
に
「
日
本
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
合
同

会
社
」
を
設
立
し
、
民
間
の

機
運
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
１７
年
末
に
決
定
し
た
政

府
の
水
素
基
本
戦
略
で
も
、

２０
年
度
ま
で
に
水
素
Ｓ
Ｔ
を

現
在
の
１
０
０
カ
所
か
ら
１

６
０
カ
所
に
増
や
す
計
画
で

す
。
当
社
は
出
て
く
る
案
件

に
し
っ
か
り
協
力
し
て
い
く

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。

―
一
般
的
な
水
素
Ｓ
Ｔ
の

建
設
に
は
４
～
５
億
円
か
か

り
、
そ
の
コ
ス
ト
圧
縮
が
普

及
に
向
け
た
課
題
で
す
。

水
素
基
本
戦
略
で
も
２０
年

時
点
で
現
状
の
半
額
程
度
に

す
る
と
い
う
目
標
を
打
ち
出

し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
一

つ
と
し
て
、
規
制
緩
和
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
で
に
海
外
で
実
績
の

あ
る
水
素
供
給
技
術
を
、
日

本
国
内
で
の
審
査
に
時
間
を

か
け
ず
速
や
か
に
導
入
で
き

る
よ
う
に
す
れ
ば
コ
ス
ト
削

減
に
寄
与
す
る
と
思
い
ま

す
。
当
社
は
こ
の
５
月
に
米

国
の
安
価
な
水
素
Ｓ
Ｔ
用
タ

イ
プ
２
蓄
圧
機
を
「
し
か
お

い
水
素
フ
ァ
ー
ム
」
に
導
入

し
ま
し
た
。
同
様
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
を
。

脱
炭
素
化
社
会
に
向
け
、

燃
料
電
池
や
水
素
発
電
、
Ｃ

Ｏ
２

フ
リ
ー
水
素
か
ら
メ
タ

ン
を
合
成
し
都
市
ガ
ス
原
料

と
す
る
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
水
素
へ
の
ニ
ー
ズ
は
ま

す
ま
す
高
ま
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
水
素
を
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
つ

く
る
プ
ロ
セ
ス
に
し
っ
か
り

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た

い
。
ガ
ス
事
業
者
が
水
素
事

業
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
も
注
視
し
て
い

ま
す
。
当
社
は
水
素
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
も
ひ
け
ま
す
し
、
副

生
ガ
ス
か
ら
水
素
を
分
離
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
水
素

Ｓ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
し
か
お

い
の
よ
う
に
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
水
素
を
活
用
し
た
比
較
的

小
能
力
の
も
の
か
ら
、
セ
ン

ト
レ
ア
の
よ
う
に
Ｆ
Ｃ
バ
ス

へ
の
供
給
が
可
能
な
大
型
ま

で
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
当
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

経
験
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
聞
き
手

横
田

恵
美
）

１
９
８
３
年
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
化
学
工
学
科

修
士
課
程
修
了
、
新
日
本
製
鉄
（
当
時
）
入
社
。
２

０
０
６
年
新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
海
洋
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
計
技
術
部
長
、
１６
年

日
鉄
住
金
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
＆
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
常

務
執
行
役
員
な
ど
を
経
て
１７
年
４
月
か
ら
現
職
。
東

京
都
出
身
。
６０
歳
。

日鉄住金パイプライン＆

エンジニアリング

天然ガスや水道などの配管を地中に敷設する

パイプライン事業と、ＬＮＧ・貯蔵関連設備や

水素ステーションなどを設計・調達・建設する

エンジニアリング事業が 2本柱。天然ガス・

ＬＮＧの生産から、受け入れ、貯蔵、輸送まで

あらゆる段階を手掛ける。海外から専用大型タ

ンカーで調達してきたＬＮＧを国内の中規模の

消費地に輸送する「内航ＬＮＧ船輸送システ

ム」のビジネスモデルは同社の前身が構築、瀬

戸内海で 03 年に事業化した。18 年 3 月期売上

高は約 350 憶円。従業員約 700 人。

日鉄住金パイプライン＆エンジニアリング

水素社会実現に貢献

もと うち とし ふみ

元内 利文 社長
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